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1990年1980年

【利
 用
 分
 野
 】

気象観測分野

「衛星調達に関する日米合意」(1990) 
以降は、政府の実用衛星は公開調達

1970年

1970

 

おおすみ
（日本初の衛星）

2000年
2003

JAXA発足

陸域観測技術

 
衛星（だいち）

データ中継

 
技術衛星

通信・放送分野

超高速インターネッ

 

ト衛星（きずな）

通信放送技術衛星次世代通信

温室効果ガス観測

 
技術衛星（いぶき)

地球環境変動

 
観測ミッション

移動体通信
実験衛星（きく８号）

海洋観

 
測衛星

地球資源

 
衛星

地球観測プラット

 
フォーム衛星

熱帯降雨

 
観測衛星

温暖化、炭素

 
循環の監視

地球観測分野

民間（JSAT等）が衛星通信事業を実施

気象庁が気象衛星観測を実施

災害監視等の衛星

資源探査、国土利用

打上げ済み

打上げ予定

2010年

光衛星間通信
実験衛星

1987

2006

2008

1997

2005

1996

2009

20061998

1992

2002

2002

2008年現在

2011

2012

環境観測

 
技術衛星

数字は打上年

2005

 

地球観測サミット

ASTER（METI）
（NASAテラ衛星）

1999

米LANDSAT衛

 
星データ受信

AＭＳＲ－Ｅ
（NASAアクア衛星）

2002

NTT,NHKと共同で

 
衛星を開発、実証

気象庁と共同で衛

 
星を開発、実証

先進的宇宙シス

 
テム（小型衛星）

 
（METI)

□
 

日本の衛星開発

気候変動、水

 
循環の解明

地震、津波、

 
火山などの

 
災害の監視

雲レーダー
（ESA衛星）

降水レーダー
（NASA衛星）
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1990年1980年

【利
 用
 分
 野
 】

【技
術
開
発
】

測位分野

技術試験

 
衛星2型

1970年

1970

 

おおすみ
（日本初の衛星）

技術試験

 
衛星3型

技術試験

 
衛星6型

2000年
2003

JAXA発足

新たな利用の創出

準天頂衛星初号機

ミッション実証

 
衛星

技術試験

 
衛星7型

打上げ済み

打上げ予定

2010年

20021994 199719821977 2009

2010

数字は打上年

2008年現在

・農林
・水産
・大気環境
・資源
・教育、医療

 

など

宇宙環境信頼

 
性実証衛星
2号機（METI)

宇宙環境信頼

 
性実証衛星

 
（METI)

機器部品実証衛星シリーズ
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【電波観測】

【Ｘ線観測】

【赤外線観測】

はくちょう てんま ぎんが あすか すざく ASTRO-H

はるか ASTRO-G

あかり

（X線天文科学を創出、世界をリード、X線天文科学を樹立）

ようこう

（世界唯一のスペースVLBI技術による高精度電波天文観測を実施）

（全天赤外線観測図を作成）

（太陽コロナのメカニズムなどを観測）
ひのとりたいよう

きょっこう／じきけん あけぼの ジオテイル

（オーロラを含む地球磁気圏の構造を解明）

【太陽観測】

【磁気圏観測】

のぞみ

（火星）

PLANET-C

（金星）

Bepi Colombo

（水星）

【惑星研究】 （惑星磁気圏、大気の観測）

ひので

1970年 1980年 2000年 2010年1990年

1970

 

おおすみ
（日本初の衛星）

1979 19931983 1987 2005 2013

1997 2012

2006

1975 20061981 1991

1978 1989 1992

1998 2010 2014

かぐや

はやぶさ

（世界に先駆けて小惑星イトカワの始原物質を採取など）

【月探査】
（月の全球観測を実施、

 

軟着陸／サンプルリターン）

【小惑星探査】

有人月面拠点
システム

2007

2003

打上げ済み

打上げ予定

数字は打上年

【宇
 宙
 科
 学
 ・探
 査
 分
 野
 】

宇
宙

 （生
成
、
進
化
、
構
造
な
ど
）

太
陽
系

 （生

 
成

 
、
惑

 
星

 
構

 
造

 
な

 
ど

 
）

月
／
惑
星
探
査

2008年現在
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■
 

1970年代に、衛星の研究開発をJAXAが開始し、

－衛星通信事業・衛星放送事業は、JAXAの研究開発に続いて、利用機関

 （NTT（当時電電公社）、NHK）と共同で実証を行い、現在は、民間が実施

 している。

－気象衛星観測は、同様に、気象庁と共同で実証を行い、現在は、気象庁

 が衛星を調達して実施している。

□
 

実利用分野の衛星開発の現状
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■
 

国が推進すべきとされている衛星※

 

は、次のように研
 究開発及び利用実証を進めている。

過去：

 
JAXAが研究者の意見を集約し、JAXAが主体的に衛星を開発

 し、利用省庁と共同で実証実験を進める。（例：「だいち」など複数の地

 球観測ミッションを行う衛星）

現在その１：

 
JAXAと利用省庁が共同で利用要求を取りまとめ、共同で衛

 星を開発し（利用省庁から観測機器開発を受託）、利用省庁と共

 同で実証実験を進める。（例：温室効果ガス観測の「いぶき」）

現在その２：「利用省庁連絡会」で利用要求を取りまとめ、JAXAが衛星を

 開発し、利用省庁と共同で実証実験を進める。

利用省庁との連携強化

※

 

「地球環境監視、国土保全、災害対策に資するもの、国際間で協力して推進すべき観測、開発リスクの高いセンサなどの開発に

 
ついては、原則として国が推進する。」

 

我が国における宇宙開発利用の基本戦略（2004年9月

 

総合科学技術会議）

「国が中心となって、１機の準天頂衛星....を打上げ、総務省、文部科学省、経済産業省、国土交通省による技術実証、民間、府

 
省庁等による利用実証を行う。」

 

地理空間情報活用推進基本計画（2008年4月

 

閣議決定）
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■
 

利用省庁等との共同実証実験及び利用の状況

【利用が開始されたもの】
○ 気象予報に「熱帯降雨観測衛星」データ等を活用

 

（気象庁）
○ 海氷速報に 「だいち」データ等を活用

 

（海上保安庁）
○ 地図修正に 「だいち」データを活用

 

（国土地理院）
○ 耕地面積調査の母集団整備に「だいち」データを活用

 

（農林水産省）
○ 漁海況情報発信に「NASAアクア衛星AMSR-E」データ等を活用

 

（社団法人漁業情報ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ）

【実証実験を行っているもの】
○ 「だいち」による防災利用の実証実験中 （内閣府、警察庁等）
○ 「だいち」によるみどりの国勢調査（植生把握）の実証実験中 （環境省）
○ 「いぶき」による温室効果ガス吸収排出状況の把握の実証実験を準備中 （環境省、国立環境研究所）
○ 通信実験衛星は、総務省の公募による実証実験を実施中 （大学・民間企業等

 

きく8号13件、きずな53件）

□
 

衛星の実証実験、利用の現状

■
 

地球観測衛星は、衛星毎に研究公募を実施し、共同研究を
 地球科学研究者等と実施している。

（例：

 

農地の被害低減に係る研究

 

など

 

国内約120件、海外約130件）

■
 

一般利用者向けの有償データ提供を試行している。
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産廃監視

天然資源探鉱 健康遠隔医療

漁業・海洋

遠隔教育

・漁場探査（水産資源の資源

 
管理）

・森林の二酸化炭素量の定量

 
的評価

・違法伐採監視（アマゾン流域）

・大規模災害時医療
・山間僻地・離島医療

・産業廃棄物不法投棄

 
の監視

・大学教育機会の地域間格

 
差の克服

・越境大気汚染、水質汚染
の監視

・伝染病媒介生物の移動

・オイルスピル検出
・鉱物資源探査

森林

利用機関・研究機関と連携して、次の分野の利用研究に着手あ
 るいは準備を行っている。

【研究機関・利用

 機関との共同研

 究】

【準備中のもの】

□
 

新たな衛星利用の創出

農業

・穀物収量予測
・日射、気温、降水量の予測に基

 
づく農作業の管理（生産量向上）

・農地被害、土壌劣化の対策
・米粒のタンパク質含有量調査
（美味しいお米の識別）

漁業・海洋

・海洋における二酸化炭素

 
生産量の把握

・赤潮等海洋環境汚染の

 
把握・予測

・サンゴ礁の監視

森林

・森林被害の対策（火災・水

 
害・生物被害・砂漠化）
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□
 

JAXAの今後の展開

■
 

基礎的・先端的技術の研究開発及び宇宙活動を支える基盤
 的技術※の維持・強化と宇宙実証を実施する。

■
 

「宇宙基本計画」等に基づき、利用省庁・利用者との連携を一
 層強化して、国として推進すべき衛星の技術開発及び利用実証
 を進める。

■
 

民間の宇宙分野でのビジネスモデル構築について協力を行う。

■
 

民間への技術移転等を通じ、民間の産業基盤強化、競争力
 強化を支援する。

※

 

JAXA統合を一層進め、以下の基盤的技術に取り組む。

 
①誘導・制御、②軌道・航法、③推進系、④流体、⑤材料、⑥構造・機構、⑦熱、⑧電子部品・デバイス、

 
⑨電源、⑩通信・データ処理、⑪宇宙環境、⑫数値解析
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■
 

国が継続して推進すべき衛星について、企画段階から開発及
 び運用・利用までにわたって、行政課題と宇宙政策を整合させ

 る仕組みの構築

■
 

民間が事業として実施しうる分野における、国の積極的な支
 援

■
 

国が複数の衛星を運用する場合における、人的リソース、地
 上局の共用等の観点からの、共通化等の効率性向上

□
 

衛星開発利用の課題
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Ｎ－Ⅰロケット Ｎ－Ⅱロケット Ｈ－Ⅰロケット Ｈ－Ⅱロケット Ｈ－ⅡＡロケット Ｈ－ⅡBロケット

概 要 米国「ソー・デルタ」

 
ロケットを技術導入

 
し、２段推進系を自

 
主開発。

１段ライセンス生産。

 
その他は米国から

 
購入。（主要自主

 
開発アイテムはな

 
し）

１段ライセンス生産。
慣性誘導装置（一

 
部は海外から購

 
入）、2段/3段推進

 
系を自主開発。

全段自主開発。
（純国産）

全段自主開発。
一部の部品を海外

 
から購入。

全段自主開発。
一部の部品を海外

 
から購入。

打上げ能力
（静止軌道） 130kg 350kg 550kg 2ton 2ton～3ton 4ton

打上げ
運用期間

1975～1982年 1981～1987年 1986～1992年 1994～1999年 2001年～
（運用中）

2009年
打上げ予定

打上げ実績
（成功数／

 
打上数）

６／７ ８／８ ９／９ ５／７ １３／１４ 開発中

【液体ロケット】

また、GXﾛｹｯﾄ（官民が連携して開発中の中型ロケット）の2段に搭載予定のLNG（液化天然ガス）推進系の研

 
究開発を実施中

□
 

日本の打上げロケットの開発
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M-3H／M-3S 次期固体
ロケット

Ｌ－４Ｓ Ｍ－４Ｓ Ｍ－３Ｃ Ｍ－３Ｈ／
Ｍ－３Ｓ

Ｍ－３ＳⅡ Ｍ－Ｖ 次期固体ﾛｹｯﾄ

概 要 日本初の人工

 
衛星「おおす

 
み」打上げ

日本初の科学

 
衛星「しんせ

 
い」打上げ

軌道投入精度

 
を向上

Ｍ－３Ｃ能力

 
増強、高機能

 
化（軌道投入

 
精度の向上と

 
打上げ条件の

 
緩和 ）

日本初の地球

 
脱出ミッション

 
「さきがけ」等

 
に 成功

打上げ能力の

 
大幅向上

「はやぶさ」等

 
の科学衛星を

 
打上げ

信頼性、経済性、

 
運用性(即応性)

 
の抜本的向上。

小型衛星への

 
対応。

打上げ能力
（低軌道）

26kg 180kg 195kg 300kg 770kg 1800kg 1200kg

打上げ運用期間 1966～1970 1970～1972 1974～1979 3H：1977～1978
3S：1980～1984

1985～1995 1997～2006
（運用終了）

研究開発中

打上げ実績
（成功数／打上数）

１／５ ３／４ ３／４ 3H：３／３
3S：４／４

７／８ ６／７ 研究開発中

【固体ロケット】

http://www.isas.jaxa.jp/j/enterp/rockets/vehicles/l-4s-5/index.shtml
http://www.isas.jaxa.jp/j/enterp/rockets/vehicles/mu/m4s.shtml
http://www.isas.jaxa.jp/j/enterp/rockets/vehicles/mu/m3c.shtml
http://www.isas.jaxa.jp/j/enterp/rockets/vehicles/mu/m3h.shtml
http://www.isas.jaxa.jp/j/enterp/rockets/vehicles/mu/m3s2.shtml
http://www.isas.jaxa.jp/j/enterp/rockets/vehicles/m-v/index.shtml
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補給機

HTV 
（日本）

ATV 
（欧州）

プログレス

 （ロシア）

スペースシャトル

オービタ

 （米国）

運用期間 2009年（予定）～ 2008年～ 1978年～
1981年～

2010年引退予定

運用実績*1) ０回 １回 １２０回 １２３回

ISSへの補給

 予定回数*1) 
7機 5機

今後：４機*2) 
70機程度

今後：36機程度*2) *3) 
36回

今後：9回*2) *4) 

ISSへの

物資補給能力
6トン 7.5トン 2トン

補給 9トン

回収 9トン

総重量 16.5トン 20.5トン 7.2トン 94トン
（オービタ及びカーゴ）

ISSへの

補給開始時期
2009年（予定） 2008年 2000年 1998年

ISS：国際宇宙ステーション

 

HTV：

 

Ｈ－ＩＩ

 

Transfer Vehicle   ATV: Automated Transfer Vehicle  
*1)2008年10月現在

 

*2) 2008年10月～2015年の予定回数

 

*3) 5機/年と想定（調整中）

 

*4) ハッブルミッション除く

□日本の軌道間輸送機（宇宙ステーション補給機・HTV）の開発
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■
 

H-IIAロケットについては民間移管を進め、2007年度より民間
 の打上げ輸送サービスが開始された。

JAXAは信頼性向上や、キー技術（液体ロケットエンジン、固体ロケット、

 誘導制御）の発展等を実施している。

■
 

中小型の衛星需要に確実・柔軟に対応するために、ロケットの
 研究開発を実施している。

（ＧＸロケットの2段エンジンのLNG推進系、次期固体ロケット）

■
 

国際宇宙ステーションへの物資補給を行うため、軌道間輸送
 機（HTV）及び打上げ用のH-IIBロケットの開発を実施している。

■
 

有人往還、月・惑星探査などの新たな輸送ミッションに対応す
 るため、先端的な研究開発（次世代推進系、構造材料、ロボティクスな

 ど）を実施している。

□
 

日本の宇宙輸送系の開発の現状
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■
 

多様な衛星打上げ需要に効率的に対応する宇宙輸送システ
 ム系の構築

■
 

有人往還、月・惑星探査など、新たな輸送ミッションへの対応

■
 

官民の研究開発人材、製造・運用技術者の育成・確保

□
 

宇宙輸送系の課題
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